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研究成果の概要（和文）：　本研究は、広島県尾道市・西國寺所蔵の聖教などの全貌を明らかにし、西國寺の歴史と文
化の本格的な解明を行うことを目的とする。これまでの調査（通算16年間）において、17,738点の資料を確認し、次の
とおり『西國寺調査研究報告書』を出版した。
 第9号／2012：典籍1,243点、第10号／2013：典籍1,274点、第11号／2014：典籍1,293点、第12号／2015：聖教771点、
第13号／2016：聖教915点のデータを掲載した。
聖教は寺院において学問する活動の中で生まれたもので、日本史学において近年注目されており、また典籍は西國寺に
おける修学活動の状況を明らかにできる貴重な資料である。

研究成果の概要（英文）：　This research clears the whole affair of the Saikou-ji temple in Hiroshima 
Prefecture Onomichi City made Syougyous , and this study is intended that I perform full-scale 
elucidation of the history and the culture of the Saikou-ji temple. Ｗe confirmed 17,738 points of 
documents in the investigation (total 16 years) until now and published 『The Saikoku-ji temple 
investigation research report 』as follows.Data on 1,243 points of Books appeared in No. 9／2012、Data on 
1,274 points of Books appeared in No.10／2013、Data on 1,293 points of Books appeared in No. 
11／2014、Data on 771points of Syougyou appeared in No.12／2015、Data on 915points of Syougyou appeared 
in No.13／2016．
　Syougyou are the precious materials being watched by the newborn thing in the activities to study at 
the temple with various learning Japanese history recently and Books are the precious materials which can 
do what clears the conditions of learning activities at the Saikoku-ji temple.　

研究分野： 仏教美術史
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１． 研究開始当初の背景 
 

広島県尾道市に所在する真言宗醍醐派摩尼
山西國寺は、すでに平安時代中期に存在の知
られる古刹である。古来、尾道が瀬戸内にお
ける海上交通の拠点として、また、山陽道の
中央に位置することなどから、西國寺は領主
階級や商工業者等から多くの尊崇を得てきた。 
 本寺には、永保２年（１０８２）に再興さ
れた際、讃岐善通寺の七仏薬師の一つであっ
たものが伝来したという本尊の木造薬師如来
坐像（重要文化財・平安時代初期作）など数
点の寺宝を除いて、治暦２年（１０６６）、
永和年間（１３７５～１３７８）の２度の大
きな火災により、堂塔をはじめ諸什物が甚大
なる損害を受けた。そのため、これ以前の寺
歴を物語る資料は残念ながら乏しいが、これ
までの調査において、至徳３年（１３８６）
から永享元年（１４２９）にかけて再々建さ
れて以降に集積された貴重な文物が数多く伝
来していることがわかった。 
その点数は約２万点にもなる。そして内容

は、平安時代から近代に至る仏像・仏画をは
じめ、仏具、典籍、聖教類、漢籍、古文書、
書籍、世俗画、工芸品など多岐にわたってお
り、そのほとんどが初見資料であるため大変
貴重なものであることは言うまでもない。さ
らに、境内には金堂（重要文化財・南北朝時
代）、三重塔（重要文化財・室町時代）、山
門（広島県重要文化財・室町時代）をはじめ
とする数々の堂塔や中・近世の石造物も豊富
にある。 
 これまでに、平成１３～１５年度、１６～
１８年度、続いて１９～２２年度において科
学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））を得て、
現地調査・資料内容の電子データ化・データ
の公刊（『調査研究報告書』の刊行）を継続
して進めてきた。 
 年間１０日間前後の現地調査においては、
資料の調書作成及び写真撮影、電子データ化
に向けての原本照合と資料整理（保存管理措
置）を随時行っている。また、日常的には大
学内の文化財研究室において、資料調書（資
料写真）の整理・電子データ化の準備・デー
タの公刊に向けての作業などを行っている。 
 なお、資料内容の電子データ化は将来的な
データ公表に向けて、独自にデータ管理シス
テムを構築している。 
 概ね、毎年１，０００～１，５００点の資
料を現地調査し、平成２２年度までに、１４，
１５５点の資料を調査し（資料カードの作成）、
その内、５，６６０点の資料についてその内
容を電子データ化、５，２１６点のデータを
『調査研究報告書』により公刊した。 
 調査対象としている資料の中でも、寺院に
おける修学活動のなかで生まれた教学・付

法・法儀に関わる聖教や、仏典を中心とする
和書・漢籍などからなる典籍は、仏教学はも
ちろん国語学や国文学、日本史学等の諸学に
おいて注目されるものである。 

 
 
２． 研究の目的 

 
 本調査研究は、西國寺が所蔵する文化財を
悉皆調査し、西國寺における中世・近世の修
学・付法活動について追究し、西國寺の歴史
と文化の全貌を明らかにし、地域史・瀬戸内
文化史の解明にもつなげることにある。この
悉皆調査は、単に西國寺所蔵文化財の全てを
明らかにするのみに留めるのではなく、それ
らを整理し、後世への保存継承の手立てを講
じることまでも視野に入れ、文化財保護に資
することも目的としている。 
また、所蔵文化財全般の内容を明らかにす

ることは当然のこととして、密教学はもちろ
ん国語学・国文学、日本史学等の諸学におい
て注目される聖教類の内容を重点的に明ら
かにし、西國寺所蔵文化財の特質を考察する
ことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
  
次のとおり、研究対象となる文化財につい

ての分野を設定し、調査研究を進めた。 
 歴史資料：聖教、典籍〈仏典を含む〉、中

世文書、近世資料、近代資料、   
石造物〈金石文〉 

美術工芸品：仏像彫刻、仏教絵画、世俗画、
仏具 

立地環境：地形分析 
年中行事等：宗教活動 
これら各分野の調査研究内容と方法は次の

とおりである。 
〔歴史資料〕 
 ＊聖教・典籍については、約６千点の未調

査資料の調書作成・写真撮影等を行う。
既に、現地調査を終えた資料については、
資料内容の再確認調査を実施した上で、
電子データ化とデータを『調査研究報告
書』として刊行する。また、資料全体を
通しての分析を進めていく。主として、
①室町時代の西國寺の僧侶・法流・子院・
行事等について、②室町時代から江戸時
代初期にかけての西國寺と高野山金剛  
峰寺との関わりについて、③西國寺と密
接な関わりのある安土桃山期の高野山僧
朝意、江戸霊雲寺開山僧浄厳に関する資
料の集積と分析、④中央及び地域の他寺
院との交流についてである。 

 ＊中世・近世・近代資料については、量的



には少ないものではあるが、殊に近世～
近代にかけての資料はほとんどが初見資
料である。資料の内容によっては釈文作
成を行うとともに、それらの検討を通し
て、①真言宗寺院としての西國寺の位置
付け、②広島藩における西國寺の位置付
け、③西國寺における宗教行事、④西國
寺と信徒などとの関係、⑤教部省の国民
教化政策と地方寺院との関係、⑥大教宣
布運動における地方寺院の活動等につい
ての考察を進める。 

＊石造物については、五輪塔・墓碑・石灯
籠・石段などの実測・金石文の拓本など
の調査を進めるとともに、近世以降の他
のものについても同様の調査を進めて
いく。また、西國寺境内以外の関連する
石造物の調査も行う。 

〔美術工芸品〕 
 ＊仏像彫刻・仏教絵画については、それ  

らに関わる銘文・記録等の集積を行い、
これらをもとに、多種多様な仏教美術の
個々の内容分析や美術史上の位置づけ、
西國寺の寺歴との関わり等についての分
析を行う。 

〔立地環境〕 
 ＊現在の西國寺伽藍についてその立地環境

を調査研究するとともに、本寺の所在す
る西國寺山の地形環境についても分析す
る。また、中世における西國寺の立地に  
ついて環境歴史学的な観点から考察を行
う。さらに、中国地方屈指の荘園である
備後国大田荘の倉敷地になるなど、瀬戸
内の重要な港湾都市としての尾道の中世
における環境復原の作業を進める。 

 
４．研究成果 
 

本研究期間（５年間）において研究成果
は次のとおりである。 
・調査資料総点数 ３，００２点 

 ・資料の電子データ化 ４，７８２点 
 ・資料整理 ５，１９９点 
 ・調査研究報告書掲載 ５，４９６点 
① 『西國寺調査研究報告書』第９号、２

０１２、３０８頁（典籍１，２４３点
掲載） 

   収録した典籍のほとんどは仏典であ
るが、漢籍や和書も多く見られる。それ
らは聖教と共に西國寺における修学活
動の状況を明らかにしていく上でも貴
重なデータとなる。西國寺においては近
世の資料（古文書）が乏しいなか、その
欠落部分を補う価値がある。 

② 『西國寺調査研究報告書』第１０号、
２０１３、２９６頁（典籍１，２７４
点掲載） 
第９号と同様。 

③ 『西國寺調査研究報告書』第１１号、
２０１４、２７８頁（典籍１，２９３
点掲載） 

  第１０号と同様。 
④ 『西國寺調査研究報告書』第１２号、

２０１５、２２７頁（聖教７７１点掲
載） 

  収録した聖教は、寺院における修学活
動のなかで生まれた教学・付法・法儀に
関わる貴重な資料であり、仏教学はもち
ろん国語学や国文学、日本史学等の諸学
において注目されているものであると
ともに、西國寺においては、中世から近
世にかけての資料（古文書）が乏しいな
か、その欠落部分を補うに余りある価値
がある。 

⑤ 『西國寺調査研究報告書』第１３号、
２０１６、２００頁（聖教９１５点掲
載） 
第１２号と同様。 
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